
空間演出デザイン学科ファッションデザインコースカリキュラムツリー　2020年度入学生用

ディスプレイ
デ
ィ

広告

空間演出デザイン論Ⅲ
デザインマネジメント論

ﾌｧｯｼｮﾝﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞﾒｿｯﾄﾞ
企画理論・企業連携・ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ

空間演出デザイン論Ⅰ
ｿｰｼｬﾙ・地球環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ論

キャリア研究Ⅲ
進路方針・インターン

ﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ表現演習Ⅳ★
ｺﾝｾﾌﾟﾁｭｱﾙ

空間演出デザイン概論Ⅲ★
デザイン史・デザイン論

ファッションメソッドⅢ★
計画理論

ファッションﾃﾞｻﾞｲﾝ基礎Ⅴ★
進級制作

ﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ表現演習Ⅲ★
縫製・ﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ

ﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ表現演習Ⅴ
立体裁断と造形

ﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ表現演習Ⅱ
ﾊﾟﾀｰﾝ・ﾒﾀﾙﾜｰｸ

ファッションメソッドⅡ★
CAD・メディア基礎

キャリア研究Ⅱ
進路・プロフェッショナル研究

ファッションﾃﾞｻﾞｲﾝ基礎Ⅳ★
ﾌｧｯｼｮﾝ制作

ﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ表現演習Ⅰ
ﾃｷｽﾀｲﾙ･ｼﾙｸ

デザイン表現基礎★
スケッチ・色彩・造形基礎

空間演出デザイン概論Ⅱ★
空間・ファッション概論

キャリア研究Ⅰ
社会を知る・働くを知る

ファッションﾃﾞｻﾞｲﾝ基礎Ⅱ★
ｼﾞｭｴﾘｰ基礎

表現基礎PC★
ｲﾗｽﾄﾚｰﾀｰ・ﾌｫﾄｼｮｯﾌﾟ

空間演出デザイン概論Ⅰ★
現代ﾃﾞｻﾞｲﾝと学科ﾃﾞｻﾞｲﾝ概論

ファッションメソッドⅠ★
図学・技法基礎

ラーニングリテラシー【演習】

初年次教育・修学基礎 ★
ファッションﾃﾞｻﾞｲﾝ基礎Ⅰ★

ﾌｧｯｼｮﾝ制作基礎

理論 方法論 キャリア 専門デザイン ビジュアル・表現拡張

デザイン総合演習Ⅰ（社会実装）
ローカルリサーチデザイン

社会課題解決のデザイン（社会実装）

1

2

1

空間演出デザイン基礎Ⅰ★
ソーシャルデザイン基礎・京都フィールドワーク

2

4

空間演出デザイン基礎Ⅲ（社会実装入門）★
展示デザイン・コース横断選択

3

空間演出デザイン基礎Ⅱ（社会実装入門）★
ソーシャルデザイン基礎Ⅱ・地域デザイン

3

6 ファッションデザイン演習Ⅲ－ⅤA･B
商品企画・ﾌﾟﾚ卒制

空間演出デザインⅡB（社会発信）
ファッションショー

5

デザイン総合演習Ⅱ（社会実装）
サスティナブルデザイン

ファッションデザイン演習Ⅰ-ⅡA･B
ブランド制作

空間演出デザインⅠ（社会実装）
産学連携・コース横断選択

4

8

卒業研究・制作 【4単位】　★

空間演出研究（卒業制作展制作）★

ファッションデザイン研究Ⅲ－Ⅳ①②（ゼミ・進路決定）

7 空間演出卒業研究

ファッションデザイン研究Ⅰ－Ⅱ①②（ゼミ・進路決定）

DP
人間力 創造力

知識／思考力 行動力／倫理観 発想力／構想力／表現力

進路
企画・総合職・進学

卒研以外

すべて

２単位

★

必修科目

42単位

絵画基礎演習（教職）

彫刻基礎演習（教職）

キャリア

インターンシップⅢ

インターンシップⅠ・Ⅱ

デザイン・制作

ファッション系 クリエーション系

デザイン・制作・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

AOI TYO Holdings/N&R Foldings/フェリシモ/

Fran fran/ジェック/増永眼鏡/森正工芸

総合系（生活文化・ソーシャル）

ミサワ(unico)/Zoff /ディライト/松濤

館/チョコレートデザイン/ナチュラル

ハウス/海士町観光協会

企画・総合職

京都造形芸術大学大学院

文化ファッション大学院大学

上田安子服飾専門学校

進学・起業

専門方法論 ソーシャルデザイン・社会実装・企画・活動・地域デザイン・ブランディング専門デザイン：ファッションデザイン・ジュエリーデザイン・メイキング・ブランドデザイン・商品企画・リサーチ＆デザイ

ン
ビジュアルデザイン・グラフィック・テキスタイル・

シルク・立体造形・雑貨・コンセプチュアル

BEAMS/ユナイテッドアローズ/サザビーリーグ

/H.Pフランス/45rpm studio/エイ・ネット

クラウディアコスチュームサービス

総合職 服飾系販売職

コム・デ・ギャルソン/四季/ジィオデシック/

ファイブフォックス/オンワード樫山/東京ス

タイル/ｻﾝｴｰｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ/

ヨージヤマモト/mint design/ｴﾌ・ﾃﾞｨｰ・ｼｨ・ﾌﾚﾝｽﾞ

（4℃）/エイ・ネット/アダストリア/ワールド/ﾕﾅｲ

ﾃｯﾄﾞｱﾛｰｽﾞ/スノーピーク/ﾌｧｲﾌﾞﾌｫｯｸｽ

講義

講義

講義

演習

演習

演習



【1-c】カリキュラムマップ　（空間演出デザイン学科）

知識

思考力

行動力

倫理観

発想力

構想力

表現力

科目名
必修
/選択

履修
年次

講義
/演習

単位
数

開講期 知識
思考
力

行動
力

倫理
観

発想
力

構想
力

表現
力

テーマ 授業概要 到達目標

空間演出デザイン概論Ⅰ 必修 1･2･3･4 講義 2 前期 ○ ◎ △ 空間演出デザイン学科概論
初年次教育の導入講義として、学科概論を実施。専任教員の専門を知
ることを通じて、空間演出デザインという領域を理解し、かつ現代の
デザインとのリンクの理解も図る講義。

各専任教員のデザイン領域を通じて、学科のデザイン領域の概要を理
解し、自らの考えに展開することができる。

空間演出デザイン概論Ⅱ 必修 1･2･3･4 講義 2 後期 ○ ◎ △ 空間・ファッションデザイン概論
各コースのデザイン、空間とファッションデザインを知るために、歴
史を通じ、現代にいたるデザインがいかに形成されてきたのか、とい
う基本的な考え方を理解する講義とする。

空間・ファッションデザインの歴史と概要を理解し、自らの考えに展
開し、テーマに対して論じることがができる。

空間メソッドⅠ 選必 1･2･3･4 講義 2 前期 〇 ◎ 〇 図学
空間デザインに必要となる図学を学ぶ。 図学の図法と考え方を習得し、デザインの思考・表現に生かすことが

できる

ファッションメソッドⅠ 選必 1･2･3･4 講義 2 前期 ○ ◎ ○ ファッション技法基礎
服飾デザインの基礎知識とそれに伴う技法を学ぶ。 服飾デザインの知識・技法を修得し、デザインの思考・表現に生かす

ことができる。

空間デザイン基礎Ⅰ 選必 1･2･3･4 演習 2 前期 〇 ◎ ◎ 空間デザインの導入
空間デザインとは何かを考え学ぶ。空間の成り立ちを知り、空間設計
の基礎を学ぶ。

自らの発想や思考を基礎的な空間設計によって、他者に向けて表現で
きるようになる。

ファッションデザイン基礎Ⅰ 選必 1･2･3･4 演習 2 前期 ○ ◎ ◎ ファッションデザインの導入
ファッションデザインとは何かを考え学ぶ。
服飾デザインに必要な制作技法と考え方を学び、基礎的な制作を行
う。

服飾デザインの基礎的なスキルと考え方を修得し、自らの作品として
展開することができる。

空間デザイン基礎Ⅱ 選必 1･2･3･4 演習 2 後期 〇 ◎ ◎ 空間設計基礎
空間設計に必要なスキルと考え方を学び、基礎的な制作を行う。 空間設計の基礎的なスキル・考え方・表現を習得し、自らの作品に展

開できるようになる。

ファッションデザイン基礎Ⅱ 選必 1･2･3･4 演習 2 後期 ◎ 〇 ◎ ジュエリーデザイン基礎
ファッションデザインのジュエリー分野の制作技法と考え方を学び、
基礎的な制作を行う。

服飾デザインのスキル・考え方・表現を習得し、他者に向けて表現で
きるようになる。

空間デザイン基礎Ⅲ 選択 1･2･3･4 演習 2 後期 ◎ 〇 ◎ ディスプレイデザイン基礎
空間デザインにおける実空間の制作を基礎的に学ぶ。
（ディスプレイ・エキジビション）

空間デザインの実空間分野のスキル・考え方・表現を基礎的に習得
し、他者に向けて表現できるようになる。

キャリア研究Ⅰ 選択 1･2･3･4 講義 2 後期 △ ◎ 〇
初年次キャリア
（ロールモデル研究）

大学卒業後、職業的自立を果たすために、社会を知る、働くというこ
とを意識する、そして目標に向けて、自らを変えていく一歩とする、
これらを目的とした授業。社会で働くリアリティを意識しながら、大
学での学びを充実させられるようにする。

社会で働くということおを意識する。社会へと続く学びであることを
理解し、自覚を持つことができる。

ラーニングリテラシー 必修 1･2･3･4 演習 2 前期 △ ◎ 〇 大学での学びを学ぶ
何を学べば学んだと言えるのかを、コミュニケーションワークやディ
スカッションをしながら考えていく導入科目。

学科の仲間や教員とコミュニケーションをとることができ、学科での
学び方を理解し、自らの考えで語り、積極的に活動することができる
ようになる。

デザイン表現基礎　A/B 選必 1･2･3･4 演習 2 後期 ◎ 〇 ◎ 芸術・デザイン表現の基礎
スケッチ・ドローイング・立体造形など芸術基礎から発想を柔軟にす
る手法や、技法にもとづき精密につくるデザイン表現を学ぶ。

芸術をベースにデザイン表現の基礎的スキルを習得し、発想や視点を
柔軟にしたり、技法に基づき精密にして作品をつくることができる。

表現基礎PC 必修 1･2･3･4 演習 2 後期 〇 〇 △ ◎ ビジュアル・アプリケーション
デザインアプリケーションとしてイラストレータ・フォトショップの
技術と表現手法を学ぶ。

アプリケーションのスキルと概念を習得し、デザインの思考・表現に
生かすことができる。

空間演出デザイン基礎Ⅰ 必修 1･2･3･4 演習 2 前期 ◎ 〇 〇 ◎ ソーシャルデザイン基礎１
身近な事例から社会へとつながる課題を発見し、独自のプレゼンテー
ションとして制作する。グループワーク。

社会の課題を理解し、それに対する取り組みを、グループでの話し合
いを通じて自ら提案することができる。

空間演出デザイン基礎Ⅱ 必修 2･3･4 演習 2 前期 ◎ 〇 ○ ◎ ソーシャルデザイン基礎２
地域をフィールドワークし、課題となる事例の解決をデザインする。
グループワーク。

地域の課題を理解し、それに対する取り組みをグループでの話し合い
を通じて、自ら提案・実践することができる。

空間演出デザイン基礎Ⅲ 必修 2･3･4 演習 2 後期 ◎ ○ ○ ◎ コラボレーションによるデザイン

①ジュエリー分野におけるデザインとそれを発信する企画を学ぶ。
対外的発表を行う。
②エキシビション分野におけるデザインとそれを発信する企画を学
ぶ。対外的発表を行う

①ジュエリー分野におけるデザイン・企画を習得し、コラボレーショ
ンを通じて成果を対外的に発表できる。
②エキシビション分野におけるデザイン・企画を習得し、コラボレー
ションを通じて成果を対外的に発表できる。

空間演出デザイン概論Ⅲ 必修 2･3･4 講義 2 後期 〇 ◎ △ デザイン史・デザイン論
芸術や建築も背景にしながら、デザイン全般の通史を講義する。
通史を概観しつつ、デザインの根本的な問題を捉えるために、空間
論・デザイン論などを学ぶ講義。

専門的なデザイン史を学び、空間、ファッション、ジュエリーの歴史
的展開を理解して、自分の考えを論じられるようになる。

◎　DPを達成するために特に重要
○　DPを達成するために重要
△　DPを達成するために望ましい

人間､社会､自然等に関する知識・情報を体系的に収集・理解できる

正しい情報をもとに、物事を論理的に考えることができる

自らを律しながら、設定した課題に粘り強く継続的に取り組むことができる

自らの良心に従い、社会のために芸術･デザインの力を活かすことができる

豊かな感性からの直感を、概念･イメージなどにまとめることができる

概念･イメージなどを紡ぎ合わせ、テーマ・仮説として練り上げることができる

テーマ・仮説などを、様々な媒体によって可視化し提案することができる

芸術学部　ディプロマ・ポリシー

人間力

自立したひとりの人間として
生きるための基盤の力

創造力

芸術の力を
社会のために活かす
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◎　DPを達成するために特に重要
○　DPを達成するために重要
△　DPを達成するために望ましい

空間メソッドⅡ 選必 2･3･4 講義 2 前期 〇 ◎ 〇 図学・ＣＡＤ基礎
空間デザインの図法として必要となるCADの知識と技法を学ぶ。
基礎編。

CADのスキルと考え方を習得し、デザインの思考・表現に生かすことが
できる

ファッションメソッドⅡ 選必 2･3･4 講義 2 前期 ○ ◎ ○ ファッションメディア基礎
ファッション／ジュエリーのプレゼンテーションに必要なブックデザ
インの概論と技法を学ぶ。

ファッション／ジュエリーのプレゼンテーションに必要なブックデザ
インの概論・技法を理解し、デザインの思考・表現に生かすことがで
きる。

空間メソッドⅢ 選必 2･3･4 講義 2 後期 ○ ◎ 〇
図学・ＣＡＤ応用
住居計画論

空間デザインに必要となるアプリケーションを学ぶ。応用編。
空間デザインにおける計画学として、住居計画を学ぶ。CAD・住居計画
は、ともに進級課題で応用する。

アプリケーションのスキルと考え方を習得し、かつ、住居における計
画要件を理解し、設計の思考・表現に生かすことができる。

ファッションメソッドⅢ 選必 2･3･4 講義 2 後期 ○ ◎ ○ ファッション表現計画論
ファッション／ジュエリーのさまざまな表現計画を習得するために、
コーディネート論を軸に、素材学や色彩学の知識とその応用技法を学
ぶ。

ファッション／ジュエリーのコーディネート表現計画の知識・応用技
法を理解し、デザインの思考・表現に生かすことができる。

空間デザイン基礎Ⅳ　 選必 2･3･4 演習 2 前期 △ ○ ◎ ◎ 空間設計実践
空間設計領域の修得を目的に、実践的課題を多角的に行う。 空間設計に必要な多角的スキル・考え方を習得し、独自の提案・表現

ができるようになる。

ファッションデザイン基礎Ⅳ　A/B 選必 2･3･4 演習 2 前期 △ ○ ○ ◎ ファッションデザイン基礎
ファッション／ジュエリーデザインの修得を目的に、実践的課題を多
角的に行う。（立体裁断・制作／メタルメイキング・制作）

ファッション／ジュエリーに必要な多角的スキル・考え方を習得し、
自らの作品に展開することができる。

空間デザイン基礎Ⅴ 選必 2･3･4 演習 2 後期 △ ○ ◎ ◎ 空間設計総合（進級制作）
空間設計領域の到達として、人・モノ・空間を総合的に捉えた進級制
作を行う。

空間設計の基礎的な能力を十分に習得し、独自のコンセプトで進級に
値する作品を制作することができる。

ファッションデザイン基礎Ⅴ　A/B 選必 2･3･4 演習 2 後期 △ ◎ 〇 ◎ ファッションデザイン実践（進級）
ファッション／ジュエリーデザインの基礎的到達として、独自のコン
セプトとそれを表現する作品を進級制作として行う。

ファッション／ジュエリーデザインの基礎的な能力を十分に習得し、
独自のコンセプトで進級に値する作品を制作することができる。

空間デザイン表現演習Ⅰ　 選択 2･3･4 演習 2 前期 ○ △ ○ ◎ スペース表現・技法基礎
スペース系表現技法とその制作を学ぶ。（木工家具・雑貨）制作物の
展示をし、他者にプレゼンテーションする。

空間表現のスキルと概念を習得し、デザイン・実制作・展示（プレゼ
ンテーション）に展開することができる。

ファッションデザイン表現演習Ⅰ 選択 2･3･4 演習 2 前期 △ 〇 ○ ◎
ファッション・ジュエリー融合表現
の基礎（シルク・ファッションプロ
ダクト）

ファッション・ジュエリーの融合領域としての表現技法とデザイン展
開を学ぶ。（シルク・ファッションプロダクト）

融合領域の表現力・デザイン力を習得し、自らの作品に展開すること
ができる。

空間デザイン表現演習Ⅱ 選択 2･3･4 演習 2 前期 △ ◎ ○ ◎
ビジュアルプレゼンテーション表現
基礎１（シルク印刷）

プレゼンテーションに必要となるビジュアル系表現技法とその制作を
学ぶ。　　（シルク印刷）

ビジュアル表現のスキルと概念を習得し、プレゼンテーションデザイ
ンに展開することができる。

ファッションデザイン表現演習Ⅱ　A/B 選択 2･3･4 演習 2 前期 △ △ ○ ◎ ファッション表現・技法基礎１
ファッション／ジュエリーデザインの表現テクニックを学ぶ。
　(ＣＡＤ・パターン／鋳造・七宝など）

ファッション／ジュエリーデザインの表現テクニックと概念を習得
し、作品に展開することができる。

空間デザイン表現演習Ⅲ 選必 2･3･4 演習 2 後期 △ ◎ 〇 ◎
ビジュアルプレゼンテーション基礎
２

プレゼンテーションに必要となるビジュアル系表現技法とその制作を
学ぶ。　　（写真・ブックデザイン）

ビジュアル表現のスキルと概念を習得し、プレゼンテーションデザイ
ンに展開することができる。

ファッションデザイン表現演習Ⅲ　A/B 選必 2･3･4 演習 2 後期 △ 〇 〇 ◎ ファッション表現・技法基礎２
ファッション／ジュエリーデザインの表現テクニックを学ぶ。
　(縫製技術・進級制作連動／メタルメーキング）

ファッション／ジュエリーデザインの表現テクニックと概念を習得
し、作品に展開することができる。

空間デザイン表現演習Ⅳ 選必 2･3･4 演習 2 後期 △ ◎ 〇 ◎
ビジュアルプレゼンテーション基礎
３

プレゼンテーションに必要となるビジュアル系表現技法とその制作を
学ぶ。　　（写真・ブックデザイン）

ビジュアル表現のスキルと概念を習得し、プレゼンテーションデザイ
ンに展開することができる。

ファッションデザイン表現演習Ⅳ 選必 2･3･4 演習 2 後期 △ ◎ 〇 ◎
ファッション・ジュエリー融合表現
の基礎２（ファッションプロダク
ト）

ファッション・ジュエリーの融合領域におけるファッション拡張表現
としてデザイン展開を学ぶ。（ローカル・コンセプチュアル）

融合領域の表現力・デザイン力を習得し、自らの作品に展開すること
ができる。

ファッションデザイン表現演習Ⅴ 選択 2･3･4 演習 2 前期 ○ 〇 ◎ ◎ ファッション造形探究
立体裁断の造形表現。身体研究や民族衣装研究などを通じ作品制作を
行う。制作物を展示し、他者へのプレゼンテーションも学ぶ。

立体裁断の造形表現を習得し、身体研究や諸研究を通じた作品に応用
することができる。かつ、展示としてのプレゼンテーションを制作す
るｋとができる。

空間演出デザイン論Ⅰ 選択 3･4 講義 2 前期 〇 ◎ △ ソーシャルデザイン論

学科の学修の目的となるソーシャルデザインを理論として学ぶ。ソー
シャルデザイン総論・空間的アプローチとしてローカル・サスティナ
ブル・ファッション的アプローチとしてエシカル等を講義。

ソーシャルデザインの現状・理論を理解し、自らの考えを論じられる
ようになる。

空間演出デザイン論Ⅲ 選択 3･4 講義 2 後期 〇 ◎ △
デザインマネジメント
ブランディング論

デザインとビジネスを結ぶ観点から必要となる、デザインマネージメ
ント領域として、ブランディング論を学ぶ。リサーチ・マーケティン
グ・VI・商品企画を一連のシステムとして理解する講義。

ブランディングをシステムとして理解し、専門のデザインのみならず
多方面に生かせるスキル・思考として、自ら応用し論じることができ
る。

キャリア研究Ⅱ 選択 2･3･4 講義 2 前期 △ ◎ 〇
２年次キャリア
（プロフェッショナル研究・進路研
究）

初年次は一般的な理解であったが、２年次は専門にフォーカスしなが
ら、仕事や働くことを理解できるようにする。デザインだけでなく、
専門を広く捉えて、各種の仕事を理解し、自らインタビューも行っ
て、進路への意識を高められるようにする。

専門にフォーカスし仕事や働くことを理解しながら、自らの進路につ
いて考えることができる。社会時事や企画など汎用性のあるキャリア
問題に取り組み答えることができる。

キャリア研究Ⅲ 選択 3･4 講義 2 前期 △ ◎ 〇
３年次キャリア
（進路方針・インターン）

４回生６月に内定を獲得する、という目標のもと、３回生でインター
ンへ行くことを具体的活動の軸として、進路研究、企業研究、自己分
析、ポートフォリオ作成などを行う。一般常識試験のための問題集に
も取り組み、受験のための準備をする。

進路の方針を決め、インターンにエントリーできる。企業研究やポー
トフォリオを実践的に制作することができる。

キャリアインターンシップⅠ･Ⅱ 選択 2･3･4 演習 1 △ ◎ ◎ インターンシップ（40時間以上）
社会や仕事を知り、卒業後職業的自立を果たすために、企業に研修に
行き、社会経験や専門的な仕事の意義や内容を体得する。進路方針決
定の目的も果たす。

インターン企業で、社会や仕事を体験し、その内容や意義、社会人と
しての振る舞いを理解し、与えられた仕事や役割を十分に果たすこと
ができ、進路方針に生かすことができる。

キャリアインターンシップⅢ 選択 2･3･4 演習 2 △ ◎ ◎ インターンシップ（80時間以上）
社会や仕事を知り、卒業後職業的自立を果たすために、企業に研修に
行き、社会経験や専門的な仕事の意義や内容を体得する。進路方針決
定の目的も果たす。

インターン企業で、社会や仕事を体験し、その内容や意義、社会人と
しての振る舞いを理解し、与えられた仕事や役割を十分に果たすこと
ができ、進路方針に生かすことができる。
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空間プランニングメソッド 選択 3･4 講義 2 後期 ○ ◎ ○ ○
社会の課題解決のためのリサーチ＆
プランニング（空間設計応用）

社会の課題解決をベースに、「何のために」という目的創造がデザイ
ンの役割として重視されている。仮説・検証・具体的提案というリ
サーチ重視の企画メソッドに取り組む。（空間設計応用）

社会の課題を踏まえながら、仮設・検証・具体的提案のプロセスを理
解・習得し、解決提案として意義ある独自の空間系企画をたてること
ができる。

ファッションプランニングメソッド 選択 3･4 講義 2 後期 ○ ◎ ○ ○
社会の課題解決のためのリサーチ＆
プランニング（ﾌｧｯｼｮﾝ商品企画）

社会の課題解決をベースに、「何のために」という目的創造がデザイ
ンの役割として重視されている。仮説・検証・具体的提案というリ
サーチ重視の企画メソッドに取り組む。（ファッション商品企画)

社会の課題を踏まえながら、仮設・検証・具体的提案のプロセスを理
解・習得し、解決提案として意義ある独自のファッション系企画をた
てることができる。

空間デザイン演習Ⅰ 選択 3･4 演習 2 前期 △ ○ ◎ 〇
ソーシャルデザイン（学科展）
生活プロダクト

社会の課題・解決における解決の提案法に重心を置く枠組みは変わら
ないが、ソーシャルデザインの意味を更新し、現代社会の生産方式等
に対するオルタナティブを指針とする。

社会の課題を踏まえながら、空間デザインの応用領域を修得し、解決
に取り組むデザインを展開することができる。

空間デザイン演習Ⅱ 選択 3･4 演習 2 後期 △ ○ ◎ 〇
ソーシャルデザイン応用（デザイン
リサーチ・キャリア実践

社会の課題を深く探究するために、リサーチ手法としてエスノグラ
フィや歴史リサーチを学び、独自のテーマでドキュメンタリーを制作
する。

社会の課題を理解し、自分なりのテーマをもってリサーチを展開し、
ドキュメンタリー制作をすることができる。

空間デザイン演習Ⅲ 選択 3･4 演習 2 前期 〇 △ 〇 ◎
ソーシャルデザイン（コンセプチュ
アル・社会発信）

空間デザインの応用領域としてコンセプチュアルデザインを修得し、
それをリトルプレスという手法で社会発信する。

空間のデザインの応用や可能性を探求しつつ、社会の課題を踏まえた
デザインを実践し、それを社会に向けて発信することができる。

空間デザイン演習Ⅳ 選択 3･4 演習 2 後期 ○ △ ◎ 〇
アドヴァンスドデザイン（研究とプ
レゼンテーション）

フロンティアのデザインをベースとしながら、社会における課題を自
分の視点で解読し、アクティビティや制作の提案に結びつける。社会
での実践を重視。

社会の課題を踏まえながら、自らのテーマを発見し、アクティビティ
や制作の実践を行う。独自の研究としてプロセスを組み立てプレゼン
テーションすることができる。

空間デザイン演習Ⅴ 選択 3･4 演習 2 後期 ○ △ ◎ 〇
ソーシャルデザイン応用（ブラン
ディング）

商品や企業にとどまらず、現在では地域そのものや公益の活動までブ
ランド概念で、価値を形成していく。この授業では、リサーチ・マー
ケティング・商品開発など一連のシステムとしてのスキルを修得しな
がら、ブランディングデザインの実践を学ぶ。

ブランディングデザインの知識と手法を修得し、企業の課題を自分で
発見・分析して解決のデザインを制作・提案することができる。

ファッションデザイン演習Ⅰ　A/B 選択 3･4 演習 2 前期 ○ 〇 ◎ ◎
ファッションデザインと社会１
（ブランドデザイン）

ファッション/ジュエリーデザイン領域の応用や可能性の探求としての
デザインに取り組み社会に向けての提案を行う。（リサーチ・社会発
信）

ファッション/ジュエリーデザインの応用や可能性の探究を、独自の作
品として社会に向けての提案することができる。

ファッションデザイン演習Ⅱ　A/B 選択 3･4 演習 2 後期 △ ○ ◎ ○
ファションデザインと社会２（ソー
シャル＆商品企画）

ファッション/ジュエリーデザインの応用や可能性を探求しつつ、社会
の課題に取り組むデザインを実践する。（展示・ビジネス）

社会の課題を踏まえながら、ファッション/ジュエリーデザインの応用
領域を修得し、解決に取り組むデザインを展開することができる。

ファッションデザイン演習Ⅲ　A/B 選択 3･4 演習 2 前期 ○ △ ◎ ○
社会の課題解決のためのデザイン１
（ＦＤ・学科展）

ファッション/ジュエリーデザインの応用や可能性を探求しつつ、社会
の課題に取り組むデザインを実践する。（リサーチ・エシカル）

社会の課題を踏まえながら、ファッション/ジュエリーデザインの応用
領域を修得し、解決に取り組むデザインを展開することができる。

ファッションデザイン演習Ⅳ　A/B 選択 3･4 演習 2 後期 〇 △ 〇 ◎ アドヴァンスドデザイン
ファッション/ジュエリーデザイン領域の応用や可能性の探求としての
デザインに取り組み社会に向けての提案を行う。（展示）

ファッション/ジュエリーデザインの応用や可能性の探究を、独自の作
品として社会に向けての提案することができる。（展覧会・ビジネ
ス）

空間演出デザインⅠ　A 選択 3･4 演習 2 前期 ◎ 〇 ◎ 〇
ソーシャルデザイン・ファッション
授業（社会実装）

地域アイデンティティを持つローカル・ブランドとの連携による
ファッション・ブランド制作。
SOUSOUとの協働を続け、伝統産業を残すには多大な努力と魅力的なデ
ザインが必要なことを学び、社会に発信する。

ローカルブランドデザインを習得し、コラボレーションによる企画・
制作・運営を実践できる総合的なクリエーション力の習得。

空間演出デザインⅠ　B 選択 3･4 演習 2 前期 ◎ 〇 ◎ 〇
ディスプレイ授業
(社会実装)

企業や自治体のソーシャルメッセージをディスプレイ＝空間型コミュ
ニケーションデザインとして制作。
消費刺激に偏らない、ソーシャルデザインの枠組みを活かした授業

ディスプレイデザインを習得し、コラボレーションによる企画・制
作・運営を実践できる総合的なクリエーション力の習得。

空間演出デザインⅠ　C 選択 3･4 演習 2 前期 ◎ 〇 ◎ ○ ソーシャル・イベント（社会実装）

社会の課題解決を実践するために、地域の自治体と連携し、地域イベ
ントを企画・制作・運営する。コミュニティのリサーチを重視し、必
要とされ、かつ魅力ある活動を創造することを習得する。

社会の課題解決に寄与するイベントデザインを習得し、コラボレー
ションによる企画・制作・運営を実践できる総合的なクリエーション
力の習得。

空間演出デザインⅡ　A 選択 3･4 演習 2 後期 ○ ◎ ◎ ○
ソーシャルデザイン応用（社会実践
+デザインリサーチ）

インクルーシブデザインをベースに、デザインリサーチを加えて実
践。リサーチに基づくアウトプットも制作し、art space co-jin(京都
市）等で成果展を実施。

社会の課題を踏まえながら、修得したデザインリサーチからインク
ルーシブデザインのアウトプットができるようになる。それを社会に
向けて発信できるようになる。

空間演出デザインⅡ　B 選択 3･4 演習 2 後期 ◎ ○ ◎ ○
ファションデザイン応用
（ファッションショー・社会発信）

前期の取り組みであるブランド制作を社会へプレゼンテーションする
ために、ファッションショーを実施する。企画・制作・運営・広報を
行い、コレクションの見せ方だけでなく、企画の実践を学ぶ。

ブランドをコレクションとして、コンセプトを他者に理解されるよう
に、かつ魅力的にプレゼンテーションするための表現を制作すること
ができる。ショーとしての企画実践を修得する。

デザイン総合演習Ⅰ 選択 2･3･4 演習 2 前期 ○ ◎ ○ ◎
ローカルリサーチデザイン研究
（コース横断・選択）

デザインをより広い視野で考えられるようにするために、企業や大学
とも連携し、ローカル・トラディショナルなどをリサーチして、新し
いデザインの手法で制作することを学ぶ。

社会の課題も踏まえながら、ローカルリサーチを十分に行い、より柔
軟な考えを得て、新しいデザインの手法で制作することができる。

デザイン総合演習Ⅱ 選択 3･4 演習 2 前期 〇 ◎ ○ ◎
サスティナブルデザイン研究
（コース横断・選択）

社会と連携しながら、課題解決を踏まえ、サスティナブルをテーマに
リサーチからの制作を実施する。ロングライフやファブ利用など、市
民の自律が重要な鍵となることを理解して学修する。

課題解決を踏まえ、サスティナブルをリサーチにより自身の考えで新
しい視点をもって研究することができ、それを反映させた制作に展開
することができる。

空間演出研究 必修 4 講義 2 後期 ◎ ○ ◎ ○ 卒業制作展
卒業制作展の会場構成・空間・広報を企画・制作。
作品を社会に問う場をつくる。

卒業制作展の企画・制作を行い、卒業制作の意義を社会に問う場をつ
くることができる。

空間デザイン研究Ⅰ　A/B 選択 4 演習 2 前期 〇 ○ ◎ △ ◎ 卒業制作・ソーシャル課題探究１
卒業制作のテーマ発見につながる課題を探求する。
フィールドワークや事例研究など課題を意義づける。

研究すべき課題を発見し、それに対する問題のありかを特定し、何を
すれば解決と言えるのかを提案できる。

空間デザイン研究Ⅱ　A/B 選択 4 演習 2 前期 ◎ ◎ 〇 ◎ 卒業制作・解決の形式探究1
発見した課題を深め、解決へと導く形式の探求を行う。
実験から制作へとより独自性の高いものをデザインする。

課題に対する解決の形式は多数ありえる中で、より社会的創造性の高
い解決の形式をデザイン・実践することができる。

空間デザイン研究Ⅲ　A/B 選択 4 演習 2 前期 ○ 〇 ◎ △ ◎ 卒業制作・ソーシャル課題探究２
卒業制作のテーマ発見につながる課題を探求する。
フィールドワークや事例研究など課題を意義づける。

研究すべき課題を発見し、それに対する問題のありかを特定し、何を
すれば解決と言えるのかを提案できる。
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表現
力

テーマ 授業概要 到達目標

◎　DPを達成するために特に重要
○　DPを達成するために重要
△　DPを達成するために望ましい

空間デザイン研究Ⅳ　A/B 選択 4 演習 2 前期 ◎ ◎ 〇 ◎ 卒業制作・解決の形式研究２
発見した課題を深め、解決へと導く形式の探求を行う。
実験から制作へとより独自性の高いものをデザインする。

課題に対する解決の形式は多数ありえる中で、より社会的創造性の高
い解決の形式をデザイン・実践することができる。

ファッションデザイン研究Ⅰ A/B 選択 4 演習 2 前期 ○ △ ◎ ○ ◎ 卒業制作・ソーシャル課題探究１
卒業制作のテーマ発見につながる課題を探求する。
フィールドワークや事例研究など課題を意義づける。

研究すべき課題を発見し、それに対する問題のありかを特定し、何を
すれば解決と言えるのかを提案できる。

ファッションデザイン研究Ⅱ A/B 選択 4 演習 2 前期 ◎ ◎ 〇 ◎ 卒業制作・解決の形式探究1
発見した課題を深め、解決へと導く形式の探求を行う。
実験から制作へとより独自性の高いものをデザインする。

課題に対する解決の形式は多数ありえる中で、より社会的創造性の高
い解決の形式をデザイン・実践することができる。

ファッションデザイン研究Ⅲ A/B 選択 4 演習 2 前期 ○ △ ◎ ○ ◎ 卒業制作・ソーシャル課題探究２
卒業制作のテーマ発見につながる課題を探求する。
フィールドワークや事例研究など課題を意義づける。

研究すべき課題を発見し、それに対する問題のありかを特定し、何を
すれば解決と言えるのかを提案できる。

ファッションデザイン研究Ⅳ A/B 選択 4 演習 2 前期 ◎ ◎ 〇 ◎ 卒業制作・解決の形式研究２
発見した課題を深め、解決へと導く形式の探求を行う。
実験から制作へとより独自性の高いものをデザインする。

課題に対する解決の形式は多数ありえる中で、より社会的創造性の高
い解決の形式をデザイン・実践することができる。

空間演出卒業研究 選択 4 演習 2 前期 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ 卒業制作・統合１
卒業制作として、独自の課題発見と解決を社会的創造性の高いデザイ
ンとして追及し、プレゼンテーションする。

課題発見とその解決を提案としてデザインし、プレゼンテーションす
ることができる。

卒業研究・制作 必修 4 演習 4 後期 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 卒業制作・統合２
卒業制作として、独自の課題発見と解決を社会的創造性の高いデザイ
ンとして完成させ、社会にその意義を問う。

卒業制作として独自の課題発見とその解決を社会的創造性の高いデザ
イン・実践することができる。展示して社会ににその意義を問うこと
ができる。




